
森県における気候変動

一一気誌の変化額向に関する二，三の考察

小野ゆき

l はじめに

日本における気温の変北傾向に関して，莱JII(1936) .福井(19儲)，<1:. 1880年代から持65

までの日本各地における年平均気掘について検討を行なっており，そ札によると全期間を通じ昇

道化傾向が認められ. 1936年以降の30年間においては，前期間をはるかじ結える顕著な昇溢が

認められたとしている。また罷井 (1973)は，冬の気温が1960年代に入って始診て下降に転じてい

るのに対して，
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逼は，既に1940年代か

ら下蜂期に入りかつ儀

温化の額向も冬と比べ

て顕著であることを報

告している。以上のよ

うな気識の変化額向は，

大気候的スケールで比

較，検討されたもので

ある抗本格では，三

方を湯で割まれ，岩木

山，八甲部山系が存在

し，地形が護雑で(第

l図).気候的にも表

日本型，裏日本型と 2

つの気候地域を合わせ

もち奮気候的に非常に

興味ある青森県を例に

とって，中気候，小気候スケー/レにおける気謹の変化額向を明らかにした。

用いた資料は，

での 53年間の月平場気温，月

弘弟，八戸，深浦，むつ〈第2陸)の各観謝点の 19訂年から 1978年ま

月平均巴最低気温である。品平均気福は，月

平均日最高， 日最低気器の平均舘を用いており，むつについては， 1940年代に欠損j期間てあるの
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で参考程度にとどめた。また青蒜，むつは，解析期間中に観斑点の移動があったが，本稿では，

観測点の移動による気温変化はないものと

I 観測点における気謹の変化傾向

気温の変化頼、向を明らかにするために， た。 (J，年次 tとすると，

は比較的短い期間において， ()=δs十 atなる一次関採が成立つものとして，とこの時の{頃き a

を気謹変化率とした。 6として5年移動平均撞を用い，気温変化率を最小自棄誌によって 15

間で評髄した。そして気温の変化横向の時ft的差異を明らかにするために気温変化率を持象とす

l年ずつ移動して求め，その期間の中央の年の変北率とし気温変生率の年々変動とした。

つまりぬ40部から 1954年さまでの 15年間においては，その中央の年の 1948年の変北率として代

させている。また気識変化率が正の時，昇逼化額、内にあり， 負の時は低損イヒ傾向にあるものと

したo

a 年平均気温の変化率の年々変動

第 2図より年平均気温についてみると，各観誤.IJ点とも大きな変化額向が見られない。深濡.u

つ，八戸は 1940年代に入り昇温化に転じその後再度，器装化領向喜子示している。 弘前は，既

に 1930年代後半には持溢化額向を示し， 1950年以鋒は除々に低j量化が進行している。

ほとんど全期時，昇温化傾向にある。このように県内全般に， 日本各地で報告された変化額向が

確認された。最近の抵毒化観向は，内陵盆地にある弘前が龍iこ先がけて始まったことが知られる。
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b.冬季および、夏季気温の変北率の年々変動

冬季の気誌を代表するものとし してiま，最畷月の平均，司最高司最抵

気温吾用いた。平均約にみると は 1月， は8月となるが， においては，

年によって変動があるため月 8月に固定して検討した。

化三容の年々 変動

1月の平均気温(第

3園)は，弘前を除き

全般に，昇温住{頃向に

島る。弘前は 1950

代から低温化が進行し，

1960年後半に昇温額

!時に較じているが， f告

地域と比べ温暖な期間

が非常に短いことが知

られる。 1940年代には

弘爵，

しい昇温を示している

が，深浦，八戸の昇温

は小さい。即ちこの期

間に，;t.東西両岸の地

域より，内控部にある

地域の昇混が顕著であ

ることが知られる。日

日最低気誼
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についてみると，いずれも月平均気溢と同様な傾向が認められる。弘前では日最低気温に比べ日

最高気誕の昇誼が大きく，上述の月平均気温の変化額向には日最高気誼の寄与が大きいことが知

られる。これに対し，青森，むつでは， 日最低気躍の昇還による影響が大活い。

2) 変動

8月の平均気温でみると〈第4関)，変化額向は，地域的な差異がほとんどなく，比較的明瞭

な周期性が認められる。冬季気温より昇温化が早い時期に見ら九 1940年代後半から 196む年に

かけて顕著な低晶化傾向が認められる。震季における昇湛北傾向では，入戸が最も大きい昇温率
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図-4 気温変化率の年々
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語 変動に関する二，三の考察

以上:より気益変化率法，理銭的，季節的に異なるだけでなく， 日

長みると， 同一時代であっても両者の変化が必らずし

を示し，太平洋岸から

撃れるにつれて昇混率

が小さくなっている。

またぬ40年弐からの

低塩化は，各観測点と

も一様に現われている

ことが知られる。

日最高，最低気温に

ついてみると，両者は

平均気温と同様に罵期

性が認められ，日最低

気温において特に顕著

である。全般的に弓最

怒気謹の変往率の変動

が小さく， 日最高気温

の変化率の変動が大き

しミ。

日最低気温の場合

していないことが知られ

る。このような変化率のちがいについて考察した。

年平均気温の変化率の年々変動は， 1月 8月の各々と比べると， 1月の年々変動と比較

している。しかし， 1960年代の低温化は，

おける昇温化は，冬季気温の昇温化により， 1960 

より引きおこされていることがうかがいしれる。

即ち，年

一様な変動を示し，冬季の気器変化率泌

が大きい。これは，夏季の気温変化は，

よる影響が大きく競いているものと考えられる。

冬季気温より早い時期に昇議化，抵詣化が現わ札ている。

@ 

く，名季のホ「句

おいて，およそ 22年の璃期を読みとることができるが，

らつきがあり，

全般的

2δ ー



に昇謹fヒ額向にあり，明瞭な潤期性が認められない。これは，夏季の気識に見られる周期より長

い周期をもつものと考えられる。そのために夏季の気還が冬の気温より平い時期に変化額向が現

われてくるものと推察される。

地域別にみると，弘前は， 夏季の気温変ft率の変動の幅が大きく，著しい昇損住と

著しい器謹化が見られる。これiま寒暖の大きい内持盆地にあるという地静的影響が大きいものと

患われる。青森，むつl;t冬季における変化率の変動が大きく，八戸は比較的夏季におし

の1隔が大きくなっている冬季は，北西季節脱会ち (やませ)の く，

は，両者の影響が小さく，低逼顛には大きいということも考えられるが，詳細は不明で

多方面からの分析が必要とされる。

野まとめ

以上，脊森県における気温の変化額向について検討を行なったが，主な結果をまとめると，

] )青議莱各地において，日本で報告されている頗向が確認された。また年平均気掘の変化に

iま， ざいが，最近の缶極化は，蔓挙気温の著しい抵逼により引きおこされて

いる。

2)冬季の気握の変化額向は，全般的に昇温化傾向にあるが，地域的諜異が大きく，局地的気

温変化による影響が大ざい。夏季の気温の場合法見場性が認められ，京域的な気温変化によ

響が大きい。最近における簡向は，冬季気温は昇温化傾向にあり，夏季気温は怒温住傾向にある。

3)内陸廷ど気識変化率の変動が大きく，また低毒化関向が早い時期に始まっている。

冬季，夏季における 1940年代の著しい昇道化は，冬季はbつ湾岸で，夏季は太平洋岸で大き

い昇視が認められた。

4)本稽で用いた気混変化率の年々変動と問様の方法で検討された地域がほとんどなく他地域

との比較，楼討がなされず終わっている。また地形のみならず，都市の彰響ιよる気温変イヒに関

しでも，都市の発壊とともに考えられねば立らない問題である。今議，推察的考察にとどまらな

い，より詳細な検討そ期待するものである。

本論文の作成に当たって横山弘，水野諮再先生に助誌をいただき，また資料その他について牧

田肇先生にお世話になったことを心から感謝いたします。
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